
窓口支援

企業情報

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 お客様に

にこだわっ

自社開発

様の期待に

特にドリ

上回る精度

周辺機器、

供しており

当社は、

（大正 13

ーカーの中

ルチャック

の認定を受

く対応させ

援事例 

社 GLOB

茨

ジ URL h

1

に「選ばれる

っております

発によるオリ

にお応えいた

リルチャック

度です。規格

精巧な特注

ります。 

工作機械用

3 年）に機械

中では最も古

クで皆様から

受けることが

せて頂いてお

【INPIT

BE （

茨城県古河市

https://ww

1924 年 

８人 

る製品作り」

す。 

リジナル商品

たします。 

クは創業から

格外のドリル

品などを多

用ツーリング

械工具製作を

古くから製造

らご愛顧頂い

ができ、老舗メ

おります。（旧

T 茨城県

旧 株式

市 

ww.chuck.

を心掛け、常

品を数多く製

ら 90 年以上

ルチャックや

く手掛けてお

グ及び周辺機

業として創立

造開発を行っ

いております

メーカーとし

旧 株式会社

県知財総

式会社堀

.jp/ 

業 種

資本金

企業概要

常に高い精度

作し、独創的

製作、販売し

工作機械には

おり、お客様

機器のメーカ

立し、現在の

てまいりま

す。近年には「

して標準品か

社堀内製作所

自社の強み

一押し商品

総合支援

堀内製作所

種 製造業 

金 3,000

 

度、機能、デ

的な発想でユ

しており JIS

は必要不可欠

様に確かな実

ーとして 19

のドリルチャ

した。地球印

「経営革新計

から特注品ま

所） 

み 

品 

援窓口】 

所） 

0 万円 

デザイン

ユーザー

S 規格を

欠な 

実績を提

924 年

ャックメ

印のドリ

画承認」

まで幅広

２０１９年年度版 

 

知財総合支

 同社は、

業団体中央

ランス調査

しており、

 NC 工作

ルストーク

明で特許出

同社のホ

ジが開設さ

ーラントチ

戦略に資す

 窓口担当

私たちには

した。特に

もアドバイ

支援窓口活

ドリルチャ

央会の紹介に

査に関する打

この試作品

作機械用スリ

クを確認し、

出願を行うこ

ホームページ

され、特許登録

チューブスリ

する知財活動

せ

を

援

当者には何度

はない角度で

に特許権につ

イス頂けまし

活用の概要

ャックの開発

により、当窓

打合せの中で

品について特

リーブの試作

発明のポイ

ことにしまし

ジに革新的 N

録になったこ

リーブ』の売

動の支援がで

窓口担当

顧客ニーズ

せたいという

を引き出して

援窓口にご相

度も足を運ん

での助言や、

ついては様々

した。 

窓

窓口

（記：窓口

発中に、第三

窓口に来訪さ

で、同社が顧

特許取得して

作品を見なが

イントの整理

した。 

NC 工作機械

ことが掲載さ

売上拡大と普

できたと思い

当者から一

ズを捉えた革

同社経営者

ていると思い

談ください。

企業か

んで頂き、親

知的財産を

々なお話を聞

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

三者の知財ク

されました。

顧客ニーズを捉

、事業拡大

がらどのよう

理、先行技術

械用スリーブ

され、知的財

普及に貢献し

ます。 

言 （氏名

革新的な製品

の積極的な姿

ます。事業

。 

からのメッ

親身になって

を守るための

聞くことがで

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

クリアランス

窓口担当者

捉えた革新的

を図ることに

うな権利とす

術調査の助言

ブ『クーラン

財産を得たこ

しています。

名：水村 

を知財で保護

姿勢が、専門

を知財で戦

セージ 

相談に乗って

の戦略やテク

でき、無事に

概要 

概要 

ったところ

調査が必要

とのドリル

的 NC 工作

にしました。

するかを検討

を行い、セ

ントチューブ

とが効果的な

窓口を活用す

武司） 

護して、事業

門家（弁理士

略的に保護

て頂きました

ニックなど具

特許取得とな

ろ 

となり、茨城

チャックの知

機械用スリー

。 

しました。商

ールストーク

スリーブ』の

な宣伝効果を

することによ

業を発展させ

士）、窓口担当

したい方は知

た。 

具体的に教え

なり、その後

城県中小企

知財クリア

ーブも試作

商流、セー

クに近い発

の特設ペー

を生み、『ク

より、事業

せ、普及さ

当者の助言

知財総合支

えて頂きま

後の展開に

2022年07月26日更新　新原稿

　当社の一押し商品は、今回の窓口支援を活用して開発、特許権及び
商標権を取得をした【クーラントチューブスリーブ】です。[特許第
6596113号、商標登録第6398523号]
　本製品は、金属加工用NC旋盤で使用する工具です。
　旋盤は高速回転する素材に刃物を当てて加工するため、刃物が高温
になります。そのため冷却剤を当てながら加工することが一般的です
が、素材の内側を加工する場合、冷却剤が刃物まで届かないという問
題がありました。
　それを安価に解決しようと開発したものが、この『クーラント
チューブスリーブ』です。刃物を機械にセットするための工具に冷却
剤の通り道を設け、複雑なセッティング無しに使用でき、刃物の冷却
効率を改善します。

　専門家（弁理士）と連携して複数の特許出願を出願しました。その際、特許権取得の目的を
明確にして、セールストークとなる技術的視点のみならず、商流を想定して夫々の事業をカ
バーする権利範囲、明細書、図面について助言しました。
　最先の特許出願に関する拒絶理由通知では近い先行技術が引用されましたが、補正のポイン
ト等を助言し、製品および関係する事業をカバーするセールストークに近い範囲で特許が取得
できました。　また、商品名『クーラントチューブスリーブ』、英語名『Ｃｏｏｌａｎｔ　ｔ
ｕｂｅ　ｓｌｅｅｖｅ』（商標登録第639852４号）について商標権を取得しました。　
　他の特許出願の権利化方針も決め、新たな開発品『GLOBEスタンダードスリーブ』の意匠権
取得（意匠登録第1697444号）を含めて今後の事業計画に即した知財の支援を行っていま
す。



窓口支援

企業情報

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 お客様に

にこだわっ

自社開発

様の期待に

特にドリ

上回る精度

周辺機器、

供しており

当社は、

（大正 13

ーカーの中

ルチャック

の認定を受

く対応させ

当社の一

【クーラン

本製品は

旋盤は高

ます。その

側を加工す

それを安

ーブです。

雑なセッテ

援事例 

社 GLOB

茨

ジ URL h

1

に「選ばれる

っております

発によるオリ

にお応えいた

リルチャック

度です。規格

精巧な特注

ります。 

工作機械用

3 年）に機械

中では最も古

クで皆様から

受けることが

せて頂いてお

一押し商品は

ントチューブ

は、金属加工

高速回転する

のため冷却剤

する場合、冷

安価に解決し

刃物を機械

ティング無し

【INPIT

BE （

茨城県古河市

https://ww

1924 年 

7人 

る製品作り」

す。 

リジナル商品

たします。 

クは創業から

格外のドリル

品などを多

用ツーリング

械工具製作を

古くから製造

らご愛顧頂い

ができ、老舗メ

おります。（旧

は、今回の窓

ブスリーブ】

工用 NC 旋盤

る素材に刃物

剤を当てなが

冷却剤が刃物

しようと開発

械にセットす

しに使用でき

T 茨城県

旧 株式

市 

ww.chuck.

を心掛け、常

品を数多く製

ら 90 年以上

ルチャックや

く手掛けてお

グ及び周辺機

業として創立

造開発を行っ

いております

メーカーとし

旧 株式会社

窓口支援を活

です。[特許

盤で使用する

物を当てて加

ら加工するこ

物まで届かな

発したものが

るための工具

き、刃物の冷

県知財総

式会社堀

.jp/ 

業 種

資本金

企業概要

常に高い精度

作し、独創的

製作、販売し

工作機械には

おり、お客様

機器のメーカ

立し、現在の

てまいりま

す。近年には「

して標準品か

社堀内製作所

活用して開発、

許第 65961

る工具です。

工するため、

ことが一般的

ないという問題

が、このクーラ

具に冷却剤の

冷却効率を改善

自社の強み

一押し商品

総合支援

堀内製作所

種 製造業 

金 3,000

 

度、機能、デ

的な発想でユ

しており JIS

は必要不可欠

様に確かな実

ーとして 19

のドリルチャ

した。地球印

「経営革新計

から特注品ま

所） 

、特許取得を

113 号] 

 

、刃物が高温

的ですが、素

題がありま

ラントチュー

の通り道を設

善します。 

み 

品 

援窓口】 

所） 

0 万円 

デザイン

ユーザー

S 規格を

欠な 

実績を提

924 年

ャックメ

印のドリ

画承認」

まで幅広

をした 

温になり

素材の内

した。 

ーブスリ

設け、複

２０１９年年度版 

 

 

知財総合支

 同社は、

業団体中央

ランス調査

しており、

 NC 工作

ルストーク

明で特許出

専門家

して、セー

囲、明細書

最先の特

助言し、製

他の特許出

ています。

同社のホ

ジが開設さ

ーラントチ

戦略に資す

 窓口担当

私たちには

した。特に

もアドバイ

支援窓口活

ドリルチャ

央会の紹介に

査に関する打

この試作品

作機械用スリ

クを確認し、

出願を行うこ

（弁理士）と

ールストーク

書、図面につ

特許出願に関

製品および関

出願の権利化

 

ホームページ

され、特許登録

チューブスリ

する知財活動

せ

を

援

当者には何度

はない角度で

に特許権につ

イス頂けまし

活用の概要

ャックの開発

により、当窓

打合せの中で

品について特

リーブの試作

発明のポイ

ことにしまし

と連携して複

クとなる技術

ついて助言し

関する拒絶理

関係する事業

化方針も決め

ジに革新的 N

録になったこ

リーブ』の売

動の支援がで

窓口担当

顧客ニーズ

せたいという

を引き出して

援窓口にご相

度も足を運ん

での助言や、

ついては様々

した。 

窓

窓口

（記：窓口

発中に、第三

窓口に来訪さ

で、同社が顧

特許取得して

作品を見なが

イントの整理

した。 

複数の特許出

術的視点のみ

しました。 

理由通知では

業をカバーす

め、新たな開

NC 工作機械

ことが掲載さ

売上拡大と普

できたと思い

当者から一

ズを捉えた革

同社経営者

ていると思い

談ください。

企業か

んで頂き、親

知的財産を

々なお話を聞

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

三者の知財ク

されました。

顧客ニーズを捉

、事業拡大

がらどのよう

理、先行技術

出願を出願し

みならず、商

は近い先行技

するセールス

開発品を含め

械用スリーブ

され、知的財

普及に貢献し

ます。 

言 （氏名

革新的な製品

の積極的な姿

ます。事業

。 

からのメッ

親身になって

を守るための

聞くことがで

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

クリアランス

窓口担当者

捉えた革新的

を図ることに

うな権利とす

術調査の助言

しました。そ

商流を想定し

技術が引用さ

ストークに近

めて今後の事

ブ『クーラン

財産を得たこ

しています。

名：水村 

を知財で保護

姿勢が、専門

を知財で戦

セージ 

相談に乗って

の戦略やテク

でき、無事に

概要 

概要 

ったところ

調査が必要

とのドリル

的 NC 工作

にしました。

するかを検討

を行い、セ

の際、特許

して夫々の事

れましたが

近い範囲で特

事業計画に即

ントチューブ

とが効果的な

窓口を活用す

武司） 

護して、事業

門家（弁理士

略的に保護

て頂きました

ニックなど具

特許取得とな

ろ 

となり、茨城

チャックの知

機械用スリー

。 

しました。商

ールストーク

権取得の目的

業をカバーす

、補正のポイ

許が取得でき

した知財の支

スリーブ』の

な宣伝効果を

することによ

業を発展させ

士）、窓口担当

したい方は知

た。 

具体的に教え

なり、その後

城県中小企

知財クリア

ーブも試作

商流、セー

クに近い発

的を明確に

する権利範

イント等を

きました。

支援を行っ

の特設ペー

を生み、『ク

より、事業

せ、普及さ

当者の助言

知財総合支

えて頂きま

後の展開に

2020年03月12日掲載　旧原稿




